








令和４年４月１日から畜舎建築特例法が施行されました！
畜舎等の建築について、従来の建築基準法とは異なる基準で畜舎等の

建築が可能となる「畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律（畜舎
建築特例法）」が新たに施行されました。

【建築基準法】 【畜舎建築特例法】

畜舎建築特例法についてのお問合せ先：0985-26-7141・7140（宮崎県畜産振興課）

◎畜舎建築特例法とは？
畜舎建築特例法では畜舎（堆肥舎含む）の構造における基準（技術基準）と利用方法に関す

る基準（利用基準）を組み合わせた畜舎建築利用計画を知事が認定することで畜舎を建てる上
での特例を認める制度です。
利用基準（以下の利用に関する制限・手続を参照）を組み合わせることで技術基準（構造等の基
準）を緩和しても畜舎等の安全性を確保できるとの判断から、建築基準法と比較して条件に
よっては構造に関する基準を緩和することができ、建築工事費が２～９％低減可能との試算が
なされています。
今後は、建築基準法か畜舎建築特例法のどちらかを選んで建築することができます。

高さ： １３ｍ以下
軒高： ９ｍ以下

高さ：１６ｍ以下
軒高：設定しない※平屋のみ建築可能

（市街化区域・用途地域外）
木造、その他の区別なく3,000㎡以下は
技術基準への適合審査*が不要
*）建築確認申請と同程度の審査内容

（都市計画区域等外）
木造 ：500㎡以下
木造以外 ：200㎡以下 は

建築確認申請が不要
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材料の強度に安全係数を加味して構造
計算

材料の強度で構造計算
（構造等の基準の緩和）
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利用に関する制限・手続なし

【制限（利用基準）について】
・畜舎内での滞在人数・時間の制限
・畜舎での宿泊の禁止
・避難経路の確保が必須 など
【手続について】
・計画変更申請（届出）や利用状況報
告等の利用に関する事務手続き有
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建築確認が必要な建物において建築工
事届及び完了検査が必要

工事が完了したら工事完了届を提出
※建築士が設計及び工事管理を行うことで
検査不要としている
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建築士が設計したものであること
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市町村・各土木事務所及び西臼杵支庁 原則、各農林振興局及び西臼杵支庁
※一部土木事務所への提出あり

詳細は県庁ホームページを御確認ください！ 宮崎県 畜舎建築特例法
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/shinsei-chikusan/shigoto/chikusangyo/20220315155822.htmlｘ
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